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東京の都市化と湿度・温度の変り＊

荒 川 秀　　俊＊＊

　都市化にともなって，都心地で湿度が低くなること

を，最初に示した人はよくわからないが，Perlewitz

（1890）などが早いものの1人として挙げられよう．彼

によると，ベルリソの相対湿度は周辺より8％低いとい

う．Kremser（1908）によると，パリー，ウィーソ，ペ

ルリソ，ブレスラウなどのヨー・ッパの都市にっぎ，田

舎より都市では，平均して水蒸気張力で4．4mmHg，相

対湿度で6％低いという．その理由として，都市では雨

水などを下水へとり入れて，すぐに流してしまうためだ

としている．W・Schmidt（1917）も大都市で，湿度の

低いのは，降水をあっめて下水で流してしまい，蒸発が

少いからだとしている．Kratzer神父（1937，1956）は

その名著，“都市気候”において従来の知見を要約して

示している．

　福井英一郎教授（1943）は，東京・大阪・名古屋・横

浜・神戸・京都・下関などにっき，湿度が大体において

年を逐うて低下することを示している．荒川・堤（1961）

は日本の22か所の観測点における湿度が大体において年

を逐って減少していることを，最小二乗法できめた一次

式によって表現した．とくに，東京や大阪などの大都会

では，乾燥化がいちぢるしいことを示した．

　ここでは，気象庁（旧中央気象台）の露場が竹平町に

あった1923年（大正12年）から1963年（昭和38年）まで

の湿度の変化を論じてみよう．第1図に示してあるごと

く，湿度は第二次大戦の数年間だけは，いちぢるしく，

ちがっている．1923年から1942年までは，東京の都市化

がすすみ，それに相当して湿度が減少していた．ところ

が，1942年から1946年にかけての大戦中と，その翌年ま

で東京が荒廃したのに対応して，湿度はいちぢるしく増

した．しかし，1942年以後，東京に建築物がたちなら

び，舗装が普及するに伴って，また湿度が減少してい

る．いま，時間tの単位を1年とし，時間の原点を期間

の中央にえらび，湿度の逐年変化を最小二乗法によっ
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　一1968年8月19日受理一

て， 一次式a＋btと表現すると，

（72．4－0．19・t）％…

（71．2＋0．80・t）％…

（70．4－0．43・t）％…

・・…　一・・1923～1942

・一・・一・・1942～1946

・・・・・・…　1946～1963

となった．すなわち，都市化のすすんでいた戦前ならび

に戦後には，10年につき夫々1．9％，4．3％の割合で湿度

がへっていたのであるが，戦時中から終戦翌年までの

1946年までは東京が荒廃し湿度が増していることがわか

る（第1図をも参照されたい。）
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第1図　1923年～1963年の東京での湿度の変化．3

　　　　つの段階があり，戦前と戦後には都市化が

　　　　進み，湿度が低下していた．1942～1946年

　　　　には荒廃により湿度は急増した．

1969年1月

　都市の温度が，周辺の縁地帯よりも．高いことは，すで

に前世紀から知られている．Luke　Howard（1818，

1820，1833）は・ソドソについて，それを示している．

E・Renou（1855，1862，1868）はパリーの都心部が，

周辺より約0．75。C高温なことを明らかに示している．

Hann（1885）は，このように田舎よりも都会で高温な事

例を数多あつめて，これを都市温度city　temperature，

Stadttemperaturと表現した．また最高気温は田舎とあ

まりちがわないが，最低気温は都市の温度の方が断然高

いことが知られている．たとえばSundborg（1950）はウ

プサラ市につき，都市の気温の日較差は，著しく小さく

なっていることを示している．

　荒川（1936，1938）は日本の20ケ所以上の観測点での

平均気温，日最高気温，日最低気温にっいて，最小二乗

法による逐年変化の式を出した．その結果によると，東

京や大阪では，気温や日最低気温はいちぢるしく早い速
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度で上昇し続けているが，日最高気温はあまり大きな速

度で変っていないことを示してある．

　いま，気象庁における戦後の，すなわち1946年以後，

1963年までの分について，最小二乗法による一次式を求

めて見ると，つぎのようになった．戦前に報告した分に

っいての分も併せのせてみると，（1964年に気象庁の露

場が移転した．）
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となっている．すなわち東京の平均気温は100年につぎ

0・90Cの割で上昇していたのが，戦後は5．5。Cの割で

急昇している．日最高気温は，戦前100年にっき0．40C

の割で上昇していたが，戦後は3．60Cの割で上昇して

いる．日最低気温は戦前100年につき1．50Cの割で上

昇していたが，戦後は4．70Cの割で急昇している．も

ちろん，気温が一次式で無限に上昇して行くと考えるの

は不当であるが，戦後東京における急激な都市化に対応

して，気温があがっていることは無視することができな

いことである．

　戦時中，東京の大気汚染が減り，河川の水質汚濁が減

じたことと，湿度の上昇，温度の減少が相対応している

ものの如くである．
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　追加：昭和43年度秋季大会（名古屋大学で開催）において，この論文を発表した．そのさい，吉野正敏

氏は昭和40年に出た佐々倉航三氏の論文（地理学評論第38巻9号所収）を引いて，都市の湿度が減るの

は，水蒸気張力があまり変化しないで温度が高くなっているためかも知れないことを指摘された．

　筆者はその問題に興味をおぽえ，目下お茶の水女子大学の貝山久子氏と共同で研究している．
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